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犬 に發 見せ る Plagiorchiidae科 吸蟲 Plagiorchis

　　　meeris （TANABE ｝並 に （iψisthioglyPhe
　　　　　　　　、caitis　n ．　sp ． に就て

宮 田 彝 徳 It（lkll 　MIYATA

兵 庫 縣 警 察 部 衛 生 課

　紳 戸に於 て 犬 の 寄生蟲檢索 を 行ぴ P1三顧 曜 hii面 ゼ 胥の 吸 蟲 L）1 燬 を得た るが ，之等 の 蟲臠

拡 構造上 二 種 を區別 し得 ， 帥ち ．、種 は被寄生 麦 14 頭 よ り得 たる 動 個軆 に し て 1」1・厘 r丿、・爾 3

に驫 し， 又 4 頭 よ り得 た る tu個體の ？・ 種ぼ前種 と體部 の 構造上相似た る も
、 其の 子 宮分布

領域 を異 に す る黜 よ iJ 吻 溜 如 ρ妙 1《・1 に 羇す る もの に し て ，各 々 を次 の 如 く同定命名せ ん と

欲す る
・もの な b、

　 　　 　　A 種 　　 翫 ．躍 01
．
t
・isis）｝・

’
・tf）

’1蝋 丁 い ぐ．VIF ．，1926 ）

　　　　 B 種　　 伽 酎 1如 吻 1｝勧 Vil．，，ois 　 1コ、　 ttl］．

記 載

　 先 づ 五 種 と B 種及近鯲せ る師 知種 と を比較溺定す る に第一表 の 如 しc　　　 ・

　 躑ち A 種 は 測定表 示に 見 る如 く， 父 鑓檢所見上 ， 諸軆部 の 構造は田部 浩氏に よ i，蜃窶葺の 小

腸 よ り發見命 名せ られ た る P勧 顔 ’赫 ・tlt“
・i5，　 ＄こ一致 す る もの に して 上 記 の 如 く同定 す。

　然 る に B 種 は Opl 嚇 吻 〜塑 傭 に 羂す る 嵩の に して
， 髓部簿造は 次の 如 し。

　外彫　　形 態は箆形 乃至長葉歌 を呈 し，直徑 ユ．2S− 1．76　mm
尸 體幅 は略 繭 軅巣 よ り薩 畢丸の

99　fEZi？t
一
大 に して 昭 脱 一（｝，736m 拠

， 體表 に は前壁部 よ り後體部 に 亘 藝て 小 なる 皮棘密 生せ b。．

　 吸盤 　　 口吸盤 は體の 前端腹面 監 在 り前橡線 に接 し壬灘 彡に して 0．2蛍 一（1．273 × 0．2／S− 0．255

mm ，腹吸 盤 は rl吸 盤 よ り小 に し て 凡 そ
1
ム の 前體部 中線上 1こ在   球 彫に し て   ．1．95− （1．24 ア

× 〔1ユ90− 〔［．24空mn1 の 丿くさな b。

　消 化器 　 「1吸盤 内に 開 口 す る稍や康 き 口 腔 に始 ま り
， 前咽頭管は 之 を缺 き 直ちに 酬 頭 とな

る。 咽 頭 は 口 陵盤 に接す るか ，或 は前端重複 す る の 紋置 を占 め
， 略 々 球 形大 さ e．1．17− 1コ．133

XO ，／0！
− 〔｝．130 川 ！u ，食道 も認 め得す直 ち に 左右 の 腸 管に 分岐 す。 腸脚は各體測に 浩 ぴ 後走

して 斃 表 に 近 く盲管に 絡 る。

　雄性 生弛 器 　　畢丸 は二 個相前後 して 騁の 後牛部 ｝こ位置 し， 後 睾丸は 餮末 に 近 く存 す。 爾

睾丸 は 略 々 正 中線上 に 在 る も前翠丸 は 稍や右唄聾に 偏在 す fi 兩睾丸 は相接 して 其の 闘 に は 僅

に 子 宮迂 曲す る問隙 を存 ず る の み。 南睾丸共 に 略 々 同大 に し て ， 歪球形 乃至 惰圓 なる も橡邊

多少歪 曲せ る を 見 る。 前 睾丸 （1：176− 〔  コ72 × 0ユ 7G− 0、3昼；8　mm ，後睾丸 Cl．1ア6− 0、te7£lt× 1）．！｛｝s
− 〔し448mm 　 fSC　｝」。

　 勁 吻學 雜誌，第 52 卷，第 lt 「甓，昭 羽115 年 094C）
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生殖 田 よ腹吸 盤 の 前方正巾綜上 に あ り
， 陰莖 及膣部 開 口 す。

　陰莖嚢 は腹吸盤 の 左側 に 在 りて （固定標本 に於 て 右側或は 中央 に 轉移せ る もの を見る ）之

を抱擁す るが 如 く紬 長に して 腹吸盤 よ り稍や 後方に 伸び 前端 は生殖 酬 こ 開 く，前部 は陰輩 ， 攝

護腺部   察れ ．後方 は貯粘嚢と な り
， 此 の 部 に幅徑穴な り。 穴 さ 0、3倒 一（1．480xO ．07rl− o．091

nml ，陰輩 は嚢の 前端を 占め
， 少 しく播曲 して 存 する も時 に 生殖 口 よ り飜 出 する もの あ り

， 陰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　童 の 後方 は 攝護腺部 とな り
1 週邊に攝護腺細胞

　　

　　 鱗飄飜 欟 飜
　　 　　一〇240mm 、共背面 中央部 よ り後方に 向つ て 輸 ．

　 p
　　　 　

　　　 　

　　　 　

in

o

u

pt

第 1 圃

n 　　 腹吸 盤

at一　 前 睾 丸

ep 　 陰莖嚢

exp 排泄孔

exv 排泄嚢

9P　 生 殖孔

iJl　 腸管

　　 卵管派出す。 次 で 盲管 欺 の 受精嚢 ，
ラ ウ レ ル 馬

　　 管 を分鼈 し， 卵黄輸管を 受 け て 卵彫 成腔 と な る。

　　　ラ ウ レ ル 氏管は卵形成腔下 部 申央 に開 口 す 。 卵

　　 形成膣の 周邊に は 多數 の 卵殻腺 を見る 。 それ よ

9P 野 宮蘭 凱 の 左側 に 昌燻 默 醐 礎 み

　　　反轉 して 再び 卵巣 と前 睾丸 の 闇を通 り腹吸 盤 の

　　　後橡 に患で ，其 の 背側 を上 向前進 して 膣 とな り

　　　生 殖 口 に 開
’
く。

　　鏘 　　卵 子　　卵子は 帶黄掲 色 に して 穴 さ 0．0364

　　 　　 − ⊂｝、039 （，× 史】，1）te8 − （，．〇三〜41　nllu 　な りα

　　　　　卵黄巣　　卵黄巣 は 胞粥こに して
， 楕圓乃 至紡

　　　　纒形多數 あ D 左右 の 雨螢 側 を後醤部 よ り前方は

．で 就 　 殆 ど 口 吸 盤 に 近 く分布 し， 前體部及後 體mSICて

　　　　は 左右互 に 中綟上 に相接する を見 る 、

　　　　　排 泄系　　排泄 主 管は 體末稍や 腹面 に 開 口
，一e 其▽

　　　　中線上 を前進 ．翠丸 部位 を直進 して 前 ・睾 丸 ・の

　　　　前橡部位 ICて 左右 の 肢管に分れ Y 字歌 を 呈 す

　　 　　 る を見 る。

OP漁 吻 ll！1海 ec｛’rl．iR（腹 面 織｝

OS

‘｝

phptuvt

目 吸 盤

卵 集

咽頭

後 睾丸

子 宮内 卵

卵 黄 腺

論 議

　 B 鍾 は上 記 の 如 く構造上 に ば前種 の P．　inrsrig

に 似 た る も 1 子宮 の 分布領域 よ り 02廓 醐 ogl翌 んθ

に 屬 すべ き もの に して
， 其 の 消化管・睾丸 ・陰莖

嚢等 の 構造 位 置 よ り 0 肋 面 OZAKI に 最 も近似

’
する もの な り。 然 れ共，本種 に於 て は徇ほ 同種

と比較す るに 明な る 差 異ある を 認 む，皀Pち 同種 ．

に在 りて は 腹吸盤は 口 吸盤 と同穴 ．若 し くは 稍　．

や大 な りと雖 も本種に於 て は何れ も腹 吸盤は 口 吸 盤 よ り小な り。叉 分類上重観 され る卵子 の

N 工工
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所 見に 於 て も本種稍や 大な b．， 且 つ 之等 兩種は何 れ も發育 史不明な り と雖 も， 其 の 宿 主及寄 二

生部位 に於 て も・差異 あ り。本種 は犬の ノ1腸 に 寄生す る も前種 は鵬香鼠の 子宮．及膣 壁 を寄生部 ．

位 とす 。 依 つ て 余 は之 を前種 と區 別す べ き もの な りと思考 し ， 新睡 と し て下 の 如 く命名せ ん ．

と 欲 す る もの な り、

Opisthiひgbyph θ ca πis　n ．　sp ．

　　f占iほ 尾崎佳正氏 は Gelms   恥 f1卿 gll’p156は．將・．來 Famil き
・PlagiDrchiidaeに 屬 すべ き もの な ら．

　ん と して
， 共 の 子 宮領域の 伸展 に就て 言及 せ られ 0 演 ？瞬 は兩 睾丸 の 間ま で 伸展 し Plctg’io？’ehis ・

　爵 へ の 移行 を 示 す もの ：な りと 述 べ られ たる も，本 種 に て は 更 に 一
個體 に て は 子宮後端は 後 ．

　翠 丸 の 右側 中位迄 伸展せ る もの あ り
， 同氏の 言 に 傾 聽 し Gelm 呂 Ol．’i．Rtiム’ie．nylvl）he は Family

． Plagi。rchildae に 鸛す べ き もの な りと思老 す。　　 ．

　　稿 を絡る に臨み ，御指導 と御校 閲の 勞を 賜 りた る滿洲 瞹立 衞生技衛廠 ， 淺 田順 一博士
， 並 に ．　

・

　種 々 便宜 を與 へ られ た る兵庫縣衞隼課長 、秋 山秋太郎博 士 及び 同課大城 俊彦 博士 に深 謝す。
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                              JSitogfiM  PtctgeIw'ehis 7ntu'is 371

                                     R6s.uut6

             en a  new  Trematode, epSstltioglsc)1ie ta??is, parask･ie

                        to the  sTnall  intestille of  dQgs
                                                    '

                                  lt-ku  ]fll'ATA
                         l

                    Pivis#'on QS  PvbiiR. IR'atth, ll2roge Profhctttrof Ctriiee

                            (lpisthioglsLphe canis  n.  sp.

                     '

  ISody oval,  l,-DS-l.T6xO.iSS4-C!',7b'ti ]'inn,  }.)rondest/ at  evar's' ex)ne.  ]]])e int･eguinent･ is closeg}'

  et  iv!rh  clelicale  sr/inies.  Oral  suekevsubterminfil,  O,L)･2･1-O.273xO.21S").L)55mm, acei･Rbu]uiu

 ).l95K].247xC.).191Hl.L)42mm, at  liii]d e]id  ett allterior  thlrd  oE bod)'. Prepharsiix .fintl

 esophagns  abselltl  vharyllx e.117-e,133x[),1044,130mm;  intest･inal,crurfl ext･e]]di]]g  t･o the

 pest-erioi' end  of  the  bo{ly. Genital [ipert-ure  metliftn,  hnterior to t･he a{]ptabuhi-.  . .
                                                                           test･ls･  TesT--is glob"]ar  t'Fr $!ig]it･]y  Iobat,e, in the  vosierioT  half oi 

`bhe
 boLly. 

'l"he

 
anterier

 i{'Least'kres O.17ei-O.272x  CL176-CL368 in]'x･, aiid  the  posterior O,176-O,570  x  O,2eSM,44S n]m,  s,ei}ital

 klinost･  uguatorja].  Cirrus  poucl'i O,3fi-O,480xO,0754---e.0910=im, extendiiig  i:o]n ihe pc,re

 {o t-he oyary  )x)nu.  Ovai'y glebelar  V.l444.192xO.143'-.24ara),n,  behind  the  neeC･abnlum,

 cm  tite left side.  Shell .g.]and bobind or  to ihe  right  oi oisary.  }'leceptaeultun semi]iis

 ruaiment･ai'y,  L.suREii's {'anal  prese]it Uterille eoils  extendi3ig  te t･he ftnterior  leyel ef tbe

 posterio]' te.stis, selldi])g.  ft iexv eoiis  between the  t･wo t,eseis. Vite}lm'ia- iollieles extending

 from  phavy]}i  }ei'el ID t･he extremity.  Eggs  oya],  measuring  D.0364-O.0390xO.O`:'OS--O.t')211

 llu.ll ill ]1]o[l]lted  e{Mldilk}ll.  
･

  Exeretvry systern  in foi'm el  a  Y:  inain  stein  t,}ib"lar, paEred  limbs  auite{.l  at･ ine<lian  
re-

 gions oS the  anteriDr  tesi-is, ･

         Ha,bitRt･: small  intestine oi C'anis .ftuitilicu'･is yar.  i,apo72ictis. [I]EMM,

         Ix]ca}it･yt l(ebe, Japan. 
'

         [I"ype speci]pei::  Colleetetl b}' the xvr"'･?r,  
'

.

'


